
資料 ２ 
報告事項（２） 令和３年度合同専門職会議について 
 

高齢者あんしんセンターでは、「課題の共有」、「職種間の意思疎通」、「チームアプローチ

の実践」を目的に各テーマを設定し、合同専門職会議を開催している。 

ケアマネ 

連携会議 

〈目的〉 

・ 地域の様々な課題に対し、ケアマネジャーと連携を図りながら、課題の解決を

目指す。 

〈評価・方向性〉 

・ 地域ネットワークづくり会議の連携機関の中からケアマネジャーとの連携がよ

り重要であることから、今年度よりケアマネジャーとの連携を切り離し「ケア

マネ連携会議」とした。 

・ ケアマネジャーとの連携について、居宅介護支援事業者部会と連携し、各圏域

に分かれての事例検討会を企画した。市よりケアマネジャー対象に動画配信に

て実施した「認知症対応力向上研修」より認知症初期集中支援チームの説明が

あったことから、認知症初期集中支援チームと連携し、事例検討会での事例を

作成。認知症初期集中支援チームの相談窓口の啓発、困難ケース等をケアマネ

ジャー一人で抱え込まないようにしてもらうこと等を目的に開催を予定してい

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため事例検討会が中止となった。令

和 4 年度に実施できるように居宅介護支援事業者部会と連携していく。 

・ 自立支援型地域ケア会議について、ケアマネジャーにも対象を広げていくこと

から、書式について検討した。 

介護予防 

推進会議 

〈目的〉 

・ コロナ禍で自宅や地域でできる介護予防を考える。 

〈評価・方向性〉 

・ ケアマネジャーの「自立支援」の意識を高め、学びを深められるよう、ケアマネ

ジャーを対象とした介護予防ケアマネジメント研修の企画・立案（オンライン開

催）を行った。 

・ 市民に対し、自立支援の理解を促すために作成していた「介護予防しましょう」

のチラシについて、活用状況について等のアンケートを取り、チラシの内容につ

いて改善を行った。チラシは介護予防ケアマネジメント研修でもケアマネジャー

に周知を行った。 

・ コロナ禍における地域の通いの場、「やお地域資源 MAP」についての状況を把

握するため、生活支援コーディネーターと話合いを実施した。 

地域支援ネ

ットワーク

づくり会議 

〈目的〉 

・ 地域組織と連携を図る事でコロナ禍でも早期介入を行い、高齢者が活用出来る

新しい見守りネットワーク体制の基盤づくりを行う 

〈評価・方向性〉 

・ 地域との連携強化を目指す為、民生児童委員協議会との意見交換を目指した。 

・ 民生児童委員協議会との意見交換を目指すにあたり、前段階として、つながりの

深い、社会福祉協議会と意見交換会を開催した。意見交換会では地域ネットワー

クとして「たかたかの会」の活動報告を共有し、社会福祉協議会の活動を理解す

ると共に、インフォーマルのネットワークづくりにおける必要な視点を話し合う

事が出来た。 

・ 今年度の取り組みを活かし、地域の実情を踏まえながら、民生児童委員協議会の

意見交換会を検討していく。 

 


